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は じ め に
企業結合会計の見直しは処理基準の国際的統一化の名のもとに FASBと
IASBとの共同のプロジェクトとして,2段階に分けて進められてきた｡企
200 経 営 と 経 済
業結合会計プロジェクト (フェーズⅠ)(以下,フェーズⅠという)は FASBに
おける FAS141号 ｢企業結合｣1および FAS142号 ｢のれん及びその他の無
形資産｣2の公表として,また IASBにおいては IFRS3号 ｢企業結合｣3と


















































































































































































































(借) 資 産 210 (貸) 負 債 60
の れ 'ん 40 B社 株∵式 160
全部のれん説 :
(借) 資 産 210



























































(借) 資 産 250 (質) 負 債 50



























210 経 営 と 経 済
(借) 資 産 250 (質) 負 債 50


















































































































214 経 営 と 経 済
枠内に拘束されることなく,企業価値を反映させたものとて測定され,結合
会計をして取得原価基準の拘束から解き放ち,公正価値による企業価値の測
定会計へと転換させたりである｡
